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１．はじめに 


















＊宮崎学園短期大学  ＊＊宮崎県立高鍋農業高等学校 
 
1（厚生労働省）『子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について（第 15 次報告）、平成 30 年度の児童相
談所での児童虐待相談対応件数及び「通告受理後 48 時間以内の安全確認ルール」の実施状況の緊急点検の
結果』https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000190801_00001.html 令和元年 8 月 1 日  
2柏木恵子「子どもが育つ条件-家族心理学から考える」(2008)岩波書店  
3日本家庭科教育学会誌 第  61 巻  第  2 号 (2018)pp110 
4佐々木綾子 ,小坂浩隆 ,中井昭夫 ,波崎由美子 ,松木健一 ,定藤規弘 ,岡沢秀彦「青年期男女における親性発達と神経
基盤の関係」ベビーサイエンス(2011)pp1 
5玉熊和子 ,木村紀子 ,佐々木孝子（母性衛生(0388-1512)53 巻 3 号  研究ノート） (2012)pp１  
6伊藤葉子(2003)「中・高校生の親性準備期の発達」日本家政学会誌 54(10pp)801-812  
7（厚生労働省）（平成 29 年 6 月 2 日策定）「子育て安心プラン」平成 28 年４月 26 日第７回一億総活躍国民  













電子メールにて送付し、電子メールまたは FAX にて回収した。調査校及び回収校は以下のとおり 
である。 
 
1) 宮崎県高等学校教育研究会家庭部会加盟校 46 校 
県立高校（中等教育学校含む）39 校、私立高校 6 校 県立特別支援学校 1 校 
2) 1）の学科の設置状況 
①家庭に関する学科（生活文化科）  公立 6 校 （普通科、他の専門学科と併設） 
②総合学科             公立 3 校 
③中等教育学校、普通科及びその他の専門学科    公立 36 校 私立 6 校 計 42 校 
④特別支援学校高等部        公立 1 校 
3）2）の保育に関するコースの設置状況 
   ①家庭に関する学科                 公立 1 校 
②総合学科             公立 1 校 
③普通科及びその他の専門学科    私立 1 校（普通科） 
 
  ※回収校(率) 
1) 宮崎県高等学校教育研究会家庭部会加盟校 46 校(41 校：89.1％） 
(内訳)県立高校 39 校（37 校：94.8％）、私立高校 6 校（4 校：66.7％） 
特別支援学校 1 校 （0 校：0％） 
2) 学科 
①家庭に関する学科（生活文化科）  公立 6 校 ( 6 校：100.0％） 
②総合学科             公立 3 校 ( 3 校：100.0％） 
③普通科及びその他の専門学科      公立 36 校 (34 校：94.4％） 
私立 6 校 ( 4 校：66.7％） 
計 42 校 (38 校：90.4％) 
 
(５)調査内容 
調査内容は共通教科「家庭」 8の調査項目を 7 項目、専門教科「子どもの発達と保育」「子ども
8文部科学省（平成 22 年 5 月 15 日） 高等学校学習指導要領解説 家庭編 pp10-51 
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②科目履修状況や講義内容・実習内容等   ③保育体験学習 
④保育の効果的な学習指導法        ⑤保育学習の学校外連携 
⑥保育学習の充実有無                    ⑦保育の授業を行う上での課題  
 
2)専門教科「子どもの発達と保育」「子ども文化」の調査項目 
①科目履修状況                    ②学習指導要領で力を入れている項目 
③保育体験学習                         ④全国高等学校家庭科保育技術検定 




家庭科教諭・講師の年齢構成・勤務年数では、2019 年は 40 代 52.1％、50 代 35.1％の合計
87.2％、勤務年数 16 年以上の教員が 72.0％を占める。【図１・図２】令和元年度家庭部会加盟校





 県内の共通教科の履修状況は、共通科目「家庭基礎」2 単位 41 校または共通科目「家庭総合」
4～3 単位 29 校であった。配当時間は「家庭基礎」が 4～10 時間、「家庭総合」が 5～30 時間で配
当時間の幅がみられる。保育分野の実施学年は、「家庭基礎」で 1 年次 59.5％、「家庭総合」で 2
年次 46.2％が最も多い。専門科目「子どもの発達と保育」3～１単位 17 校であった。生活文化科



























では 1 年生必修、2 年生保育類型選択としている、普通科では 3 年生の専門学校進学希望者や就
職希望者が選択している事例がある。専門科目「子ども文化」2～4 単位を履修しているのは生活
























学会誌 52（4）(2010)pp283-290  




































今後の保育教育を充実させる必要性については、必要がある 92.5％、このままでよい 7.5％ 
であり、充実させる必要性を十分に感じていることが分かった。必要がある理由では、親にな 












14日本家庭科教育学会 前掲論文  
15玉熊(2012)前掲論文 . 
16（厚生労働省）平成 15 年次世代育成支援対推進法(平成 15 年 7 月 16 日公布) 
https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=82aa5128&dataType=0&pageNo=1 
17少子化対策大綱平成 27 年版厚生労働白書 - 人口減少社会を考える - 






















































育」「子ども文化」の実施校 17 校のうち、実施している 58．8％（10 校）、実施していない








しい 5 校、教師の多忙感 3 校、生徒数が多い 2 校等挙げた。未実施校のうち、授業外に実施し
ている 71.4％であった。【図６】その内訳は職業体験学習・ボランティア活動 4 校、家庭クラ
ブ 2 校、課題研究 1 校で行っている。授業でも授業外でも保育体験を実施していない 28.6％





 公益財団法人全国高等学校家庭科教育振興会主催の保育技術検定 18では、4・3 級はすべての高
























75.0％（12 校）であった。【図７】今後保育検定を実施したい 8.3％（1 校）、実施しない 91.7％ 
であった。【図８】今後、保育検定を実施する上での課題は、保育の 4 領域（音楽リズム表現技術・ 
造形表現技術・言語表現技術・家庭看護技術）と範囲が広い 5 校、音楽・リズム表現技術の指導
が難しい 4 校・保育検定の実施時間の確保 4 校・被服・食物検定等の他の検定に時間がとられる
4 校、教材研究の時間の確保 4 校、放課後や夏季・冬季休業の時間外指導が増える 3 校等の課題 
が挙がった。保育検定は４領域と指導領域が広く、4 領域すべて合格しなければ合格にならない。























保育者の仕事の内容を理解させる 5 校、保育者の質を高めるための手立て（コミュニケーショ 
ン能力、観察力や視点、基本的な学力等）4 校、保育施設との連携 3 校、高大連携 2 校、地域 
の課題に目を向けての幅広い視野 2 校、乳幼児教育の重要性 2 校、保育体験の充実 2 校等が挙 
がった。保育コースの新設のための先進校視察等も挙げられた。   
 
 


















②保育者養成校との連携                    
高校と保育者養成校とどのような連携を望むかの問いには、大学や専門学校等が来校する出 
前授業 5 校、生活文化科で学んだことが保育者養成校でどのように役立ち、何を高校で学んで 
おくべきか（検定を含む）5 校、日常からの保育者養成校との連携 3 校、生徒・学生の交流 2 





















































孤立感を募らせることもあるのではないか。宮崎県においても平成 30 年児童相談件数 4,066 件、




















20宮崎学園短期大学 シラバス（2019）  
21文部科学省 . (平成 17 年 1 月 28 日 ).中央教育審議会 「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児
教育の在り方について」（答申）  
22宮崎県社会福祉協議会「令和元年度 宮崎の福祉と保健」pp88 
23伊藤葉子(2003) 前掲論文  
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【参考資料１】 全国高等学校家庭科技術振興会（主催）保育技術検定の内容  







































































 検定内容   検定内容  
言 
語 
表 
現 
技 
術 
４
級 
童話などの短い文章の読み聞かせ  
（童話や物語の短い文章を、正しく
読んだり表現したりすることによ
り、幼児の発達段階にふさわしい言
語表現の基礎的技術が身についたか
検定する）  
家 
庭 
看 
護 
技 
術 
４
級 
乳幼児の世話  
(抱っこ、授乳、検温など乳児の発達段階
に応じた日常的な世話に関する基礎的な
技術を身につけさせる) 
３ 
級 
紙芝居の実演  
（紙芝居を用いて、幼児の発達にふ
さわしい演じ方ができ、その扱い方
や言語表現の基礎的技術が身につい
たか検定する）  
３ 
級 
乳幼児の世話  
（衣服の着脱など、乳幼児の発達段階や
心身の状態に応じた日常生活の世話）  
２ 
級 
絵本の読み聞かせ  
（幼児の発達にふさわしい絵本の選
択ができ、それに応じた読み聞かせ
の技術が身に付いたか検定する）  
２ 
級 
乳幼児の世話  
（清拭・おむつ交換など乳児の発達段階
や心身の状態に応じた日常生活の世話の
知識や技術を身につけさせる）  
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１ 
級 
お話(素話)の創作と実演  
(各自が選択した対象児（3 歳～5 歳
児）にふさわしいお話を創作するこ
とができ、そのお話を語ることによ
って、言語表現の知識・技術が身につ
いたか検定する) 
１ 
級 
乳幼児の世話  
（けがの手当てなど、幼児の発達段階や
心身の状態に応じた日常生活に関する知
識や技術を身につけさせる）  
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